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 要  旨 
近年，デジタルカメラの廉価・高性能化や，カメラ機構の携帯電話端末など各種機器への導入に
伴い，メモ目的で画像を撮影することが容易となった．これまでにも，光学文字認識等の研究は
進められており，固定された位置の文字を読み取る場合や，文書をスキャナで読み取りテキスト
データ化する場合に関しては，すでにきわめて高い認識率を実現している．環境が定まっている
郵便番号による郵便物の自動仕分けなどの場合に応用されている．しかし，メモ目的で撮影した
画像をデータとして活用する際には，その画像中から文字領域を抽出し文字列データに変換する
必要がある．このようなメモ機能を備えるデジタルカメラは未だに極めて少ない．また，今後ま
すます進むであろうロボットの日常生活への導入や，自動運転の可能な自動車においては，看板
や標識，警告等を認識するために一般的なシーンの画像から文字を認識する必要性がますます高
まるであろう． 
一般的なシーン画像中からの文字抽出は，これまでにも行われており，主に領域分割に基づく手
法，テクスチャに基づく手法，エッジに基づく手法が挙げられる．これらは分類すると以下の特
徴を持つ:領域分割に基づく手法は画像中の文字が類似した色を持つと想定し，色空間について領
域分割を行い文字パターンと背景パターンに分割した後，それぞれの領域について単純な特徴量
を用いて文字パターンを抽出している．この手法では文字や背景の色が多様であればあるほど複
雑化し，抽出が困難となる．次に，テクスチャに基づく手法があげられる．本手法ではテクスチ
ャ抽出に多大な計算量を要し処理に時間がかかることが多い．最後に，エッジに基づく手法であ
るが，水平垂直方向などのエッジを検出することにより文字抽出を行う．人工物など文字と似た
エッジを持つものとの識別が難しいという欠点を持つ． 
本研究では，文字は人間が目で見て読み取るという性質上強いエッジを持っている点と，色に影
響を受けにくい点から，エッジに基づく手法を採用する．単純に SVM などの識別器を用いて文字
に含まれるエッジを抽出するのは上記特性から困難である．従って，まず画像中のエッジを検出
し，その後文字モデルエッジとの比較により明らかに文字でないと考えられるエッジを排除する．
次にサポートベクトルマシンを用いてその残ったエッジの中から文字に含まれるエッジを選択
し，最後にそれらが含まれるような矩形領域を抽出することで，高精度で高速な文字領域の抽出
を実現した． 
 
